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知財創造教育の推進に向けて

 どういうところを目指して「知財創造教育」を推進していくか、共通理解を世間に周知した方がよい。
 “身に付けさせたい力”という観点は非常に重要。教員は教科の狙いをしっかり把握しつつ、深い学び

ができたかを確認しなければならない。
 一人ひとりが自分の人生を切り拓くために、知的財産を理解し、生み出し、活用する力を育むというア

プローチは、教員に馴染みやすいはず。
 知的財産は人間社会全体を豊かにしていくものであり、日本の国益として知財を保護していくという

考え方を身に付けることも必要。
 創造をする力と同時に、その成果を活用して社会実装する力を育てるべき。
 いきなりの体系化の議論を始めるのではなく、子どもたちが将来社会人になったとき、どういう人間に

なって欲しいのか？そういった “将来像”ともいうべきものを見定めるのが最優先ではないか。
 “将来像”が定まれば、教育にとっての核心部分である「知財創造教育」の意味・意義といったものが

見えてくるのでは。

検討委員会委員・その他有識者意見

○「知財創造教育」の現状を整理・目標を明確化

○現代社会においては既に幅広い知財人材が活躍していることを踏まえつつ、「知財創造教
育」を受けて育った子どもたちの“将来像”の在り方について意識共有する

「知財創造教育」の体系化を進めていく



学校教育の現場での
一般的な認識

知的創造教育を推進する
立場での認識

◇１
知的財産は生活に無関係で
はないか

知的財産により社会・生活が
豊かになっている

◇２
小中高では知的財産の創造
とは無縁ではないか

身の回りの課題の解決や思い
や考えを表現することが、新
たな価値の創造（知的財産）
につながっている

◇３

知的財産の目的が権利保全
であれば、小中高で取り上
げる必要はないのではない
か

子供たちは、知的財産の利用
者であり、将来の知的財産の
創造・保護・活用を担う人材
になり得る

知財創造教育に対する認識の違い



知的財産と社会・生活の関係 ◇１

○身近な知的財産
の利活用例

知的財産は、社会を活性化し、生活を豊かにする
 「知的財産」は身近に存在する

○身近な知的財産の例



身近なものからの創造的活動 ◇２

① 身の回りにどんな問題があるか
見つける

② 問題を解決する方法を考える

技
術

① 感じたこと、思ったこと、考えたこと
を明確にする

② 思いや考えを基に新たな価値を
創造する

コ
ン
テ
ン
ツ

アイディアが積み重なって、新た
な価値が創造されていること（技
術が進展していること）の理解

さらに発達段階に応じて

継承されてきた文化が、
新たな価値の創造につな
がっていることの理解

○具体例： 本棚の製作
板の角を削ると持ったときに痛くない

板を斜めに固定すると本が落ちにくい

板に穴を開けたら
持ちやすい

仕切りを動かせる
ようにしたら便利

○具体例： スマホのスタンプの製作 ○具体例： 投稿動画の製作

さらに発達段階に応じて



子どもたちの将来像について ◇３

さらに発展すると・・・
社会で知財を創造・保護・活用を担う人材になる

■新しい創造をするこ
とが社会を豊かにする

■創造されたものを尊
重することの重要性

以下のことを理解できる人材になる

国民一人ひとりが知的財産の利用者であり、
創作者にもなり得る
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